










 
 
 
 この環境報告書は、機構の各部より選出した編集委員からなる「環境報告書2007編集委員会」が中

心となって作成いたしました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
環環境境省省「「環環境境報報告告書書のの記記載載事事項項等等のの手手引引きき（（平平成成 1177 年年 1122 月月））」」対対照照表表  

「環境報告書の記載事項等の手引き」の項目 本報告書の該当ページ 
〔１〕事業活動に係る環境配慮の方針等 P5 

〔２〕主要な事業内容、対象とする事業年度等 P2～4、P6～11、P14～19、P22～24、P26～36 

〔３〕事業活動に係る環境配慮の計画 P37 

〔４〕事業活動に係る環境配慮の取組の体制等 P38 

〔５〕事業活動に係る環境配慮の取組の状況等 
① 総エネルギー投入量 P39（電気使用量の削減） 

② 総物質投入量 P40（用紙類の使用量の削減） 

③ 水資源投入量 P40（水道水使用量） 

④ 温室効果ガス等の大気への排出量 ― 

⑤ 化学物質の排出量・移動量 ― 

⑥ 総製品生産量又は総商品販売量 ― 

⑦ 廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量 P41（分別回収の徹底） 

⑧ 総排水量 ― 

⑨ 輸送に係る環境負荷の状況 ― 

⑩ グリーン購入・調達の状況 P43 

 

⑪ その他の環境配慮の取組 P42 

〔６〕製品・サービス等に係る環境配慮の情報 P25、P28 

〔７〕その他 

① コミュニケーション P12～13、P20～21、P46～48  
② 規制の遵守状況 P44～45 

 

環境報告書の作成にあたって 

■参照ガイドライン 
 ・環境省「環境報告書ガイドライン（2003年度版）」 
 ・環境省「環境報告ガイドライン～持続可能な社会をめざして～（2007年版） 
 ・環境省「環境報告書の記載事項等の手引き」（平成17年 12月） 
■主な関連公表資料 
 ・独立行政法人環境再生保全機構ホームページ（ http://www.erca.go.jp/ ） 
 ・独立行政法人環境再生保全機構パンフレット 
 ・平成18年度業務実績報告書 
 上記資料は、独立行政法人環境再生保全機構ホームページからもご覧いただけます。 
■次回発行予定   平成20年９月 

 

http://www.erca.go.jp/


 
 
 本環境報告書の発行にあたり、記載内容の信頼性を高めるために、作成部署から独立した立場に 
ある監事（伊藤一秀、浅野一麿）による評価を実施いたしました。監事より示された意見は、以下の

とおりです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

自己評価結果 

独立行政法人環境再生保全機構「環境報告書 2007」への監事意見 

平成19年 9月 13日 
○伊藤監事の意見 

１．評価の視点 
「環境報告書2007」において、環境分野における政策実施機関である機構がどのような業務を 
実施しているかの情報の理解容易性及び業務の実施にあたっての環境配慮取組への適切性の観点 
から、評価を行いました。 
２．手続きの内容 
定期監事監査における業務監査を踏まえるとともに、環境省「環境報告書の信頼性を高めるた 
めの自己評価の手引き[改訂版]」を参考にして実施しました。 
３．評価結果 
１）環境保全を目的とする機構の各業務が図表を使い分かりやすく説明されていました。特集 
や関係者及び職員の声を載せることで、業務への一層の理解促進と分かりやすくしようという工 
夫が見られます。今後は、法律用語をわかり易くする工夫やさらに各業務の環境保全への貢献度 
などもわかるようなデータ掲載を期待します。 
２）業務の実施に当たっての環境配慮のための基本方針、取組体制、取組の経年実績値が示さ 
れ、適切に環境配慮への取組が行われています。社会的ニーズに対応して、情報の適正な管理な 
ど社会的取組の状況の記載が入りました。項目・情報･指標についてはまだ検討の余地はあります 
が、今後とも適切な情報提供を期待します。 
３）昨年に引き続き、職員が横断的に集まり、職員自身の手で環境報告書を作成したことは、 
機構及び各自の業務理解や環境問題の関連･広がりを知る上で有用と考えます。このような報告書 
作成の内部機能を今後とも重視するとともに、外部機能である社会とのコミュニケーションに、 
このツールのさらなる活用を期待します。 
 
○浅野監事の意見 

当機構は、旧環境事業団から引き継いだ緑地整備事業が、平成 18年度に完成した富士西公園を 
最後として終了したことに伴い、環境負荷に直接的な関連を持つ事務事業は、いわゆるデスクワ 
ークを除けば、保有する車両がないことも含めて、ほとんどない実情にあります。 
しかし、当機構は、環境問題に直接起因する公害健康被害補償業務及び予防事業、石綿による 
健康被害救済業務、また、地球環境基金等による環境保全活動を行う民間非営利団体に対する助 
成・振興事業等を主たる業務としています。このようなことからこの報告書は、それら環境問題 
と深い関係のある業務の実施状況について、環境負荷軽減にも最大限の配慮を払いつつ、着実な 
成果を上げていることを中心として記述されています。この点においていわゆる「環境報告書」 
とは趣を異にする面があることは否めないが、読者の皆様には、当機構が環境問題を直接担当す 
る国の機関であることをご理解の上、この報告書をお読みいただければ幸いであります。 
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

私ども独立行政法人環境再生保全機構では、昨年に引き続き、構成・執筆からデザインま 
で、職員自身の手で環境報告書を作成し、公表しました。昨年の「環境報告書2006」につい 
ては、多くの皆様からご意見・ご感想をお寄せいただき、ありがとうございました。 
 この「環境報告書2007」の編集にあたっては、平成19年２月から９月までの間に、各部 

の職員から構成される「環境報告書2007編集委員会」を15回開催し、議論を重ねて作業を 

進めました。 

 今回の報告書では、「より読みやすく、より分かりやすい報告書」を目指し、写真・図表 
を多く使用し、また全体の分量を少なくして、可能なかぎり記載内容が見開きで完結するよ 
うに工夫しました。さらに、機構の業務の中から読者の皆様の関心が高いと思われるものを 
選び、改めて取材を行って、特集記事を作成しました。 
  また、外部の方とのコミュニケーションを図るように努めました。エコドライブ特集記事 
でインタビューに応じていただいた舘内端様と佐川急便株式会社の木下仁志様ならびに小槻 
博文様、緑地事業特集の座談会に参加いただいた平野侃三様と清水一雄様、職員の健康管理 
の取組に関するコラムを執筆いただいた産業医の髙田礼子様、ご多忙の中、環境報告書を読 
んでいただき、ご意見・ご感想をいただいた丸山學様と藤倉良様には、この場をお借りして 
改めて御礼申し上げます。 
  読者の皆様が、この報告書を通じて当機構の取組に少しでも関心を持っていただければ幸 
いです。ご意見・ご感想、あるいは機構の活動へのご提言など、皆様からのお声をお待ちし 
ております。 
                       「環境報告書2007」編集委員会 

                        委員長  能登 幹雄 

副委員長 柳橋 泰生 

                        委員   赤城 加洋  小林 大 

齋木 雅恵  佐藤 康夫 

                           白石 哲次  杉崎 浩和 

                            中村 真悟  西村 鮎美 

村岡 千秋  吉澤 境 
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2007年９月発行  

独立行政法人 環境再生保全機構 

■報告対象組織 
 本環境報告書は、独立行政法人環境再生保全機構の全組織の環境配慮の取組等について 
報告しています。 

本部 
〒212－8554 
神奈川県川崎市幸区大宮町1310番 
  ミューザ川崎セントラルタワー 

電話 
044－520－9501 

大阪支部 
〒530－0002 
大阪府大阪市北区曽根崎新地一丁目１番49号 06－6342－0780 

富士建設事務所 
〒417－8601 
静岡県富士市永田町一丁目100番富士市役所内 

※ 

※建設譲渡事業の施設整備終了に伴い、平成18年度末に富士建設事務所は廃止しました。 
■報告対象期間 
 平成18年度（平成18年４月～平成19年３月）についての取組を中心に掲載しました。 

 
環境報告書は、下記ホームページでもご覧いただけます。 
ホームページアドレス：http://www.erca.go.jp/ 

表紙イラスト：環境再生保全機構作成 
「健康管理カレンダー2007年」より 

 健康管理カレンダーは、ぜん息予防や早期の健康回復のた

めの健康管理に継続的に取り組んでもらうきっかけとすること等

を目的として作成され、地方公共団体が行う健康相談事業や機

能訓練事業等の参加者などに配布しています。 

 

http://www.erca.go.jp/



